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(57)【要約】
　本発明は、複数個のタワーセグメントから構成される
タワーと、そのタワーのヘッド部の領域に配置される発
電機と、そのタワーの基部の領域にまたはタワーから離
して配置される電力モジュールと、当該タワーセグメン
トの中にセグメント化されて予備取り付けされるバスバ
ー要素であって、発電機から電力モジュールに電流伝送
するためのバスバー要素と、隣り合うタワーセグメント
の中に予備取り付けされるバスバー要素を接続するため
の接続要素とを備えた風力エネルギー設備に関する。こ
の風力エネルギー設備は、組み立て状態においてタワー
セグメントの下端領域の内壁に把持ホルダが装着され、
かつ、それによって、バスバー要素の終端部分が把持ホ
ルダの中に把持されるかまたは差し込まれるような態様
で、バスバー要素がそれぞれの当該タワーセグメントの
中に予備取り付けされるという特徴を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数個のタワーセグメント(２１,２２)から構成されるタワー(２)と、そのタワーのヘ
ッド部の領域に配置される発電機(６)と、そのタワーの基部の領域にまたはタワー(２)か
ら離して配置される電力モジュール(７)と、当該タワーセグメント(２１,２２)の中にセ
グメント化されて予備取り付けされるバスバー要素(９１～９８)であって、前記発電機(
６)から前記電力モジュール(７)に電流伝送するためのバスバー要素(９１～９８)と、隣
り合うタワーセグメント(２１,２２)の中に予備取り付けされるバスバー要素(９１～９８
)を接続するための接続要素(１３)とを備えた風力エネルギー設備(１)において、組み立
て状態において前記タワーセグメント(２１,２２)の下端領域(２１１)内の内壁に接する
ように把持ホルダ(１０)が装着されること、それによって、前記バスバー要素(９１～９
８)がそれぞれの当該タワーセグメント(２１,２２)の中に予備取り付けされること、およ
び、前記バスバー要素(９１～９８)の終端部分(２００)が前記把持ホルダ(１０)の中に把
持されるかまたは差し込まれることを特徴とする風力エネルギー設備(１)。
【請求項２】
　前記接続要素(１３)が前記バスバー要素(９１～９８)の一部分であることを特徴とする
請求項１に記載の風力エネルギー設備(１)。
【請求項３】
　前記接続要素(１３)が前記バスバー要素(９１～９８)とは別個の部品であることを特徴
とする請求項１に記載の風力エネルギー設備(１)。
【請求項４】
　前記接続要素(１３)が、それぞれ、組み立て状態において当該タワーセグメント(２１,
２２)のバスバー要素(９１～９８)の下端部分に配置されることを特徴とする請求項１な
いし請求項３のいずれか１項に記載の風力エネルギー設備(１)。
【請求項５】
　前記接続要素(１３)が、それぞれ、組み立て状態において当該タワーセグメント(２１,
２２)のバスバー要素(９１～９８)の上端部分(２００)に配置されることを特徴とする請
求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の風力エネルギー設備(１)。
【請求項６】
　前記接続要素(１３)の少なくとも１つの終端部分(１３３)が、それぞれ、前記バスバー
要素の１つの終端部分(１００,２００)、特にその上端部分(２００)と差し込み係合可能
、または把持係合可能であることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれか１項に
記載の風力エネルギー設備(１)。
【請求項７】
　前記接続要素(１３)に、その自由端が前記バスバー要素(９１～９８)の終端部分(１０
０,２００)に当接するかあるいはその終端部分(１００,２００)に押し当てられるように
、プレストレスをかけることを特徴とする請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載
の風力エネルギー設備(１)。
【請求項８】
　前記接続要素(１３)を、２つの隣接するタワーセグメント(２１,２２)を連結するため
の２つのフランジ(５１,５２)を乗り越える橋渡しを形成するために、タワーの内壁から
タワー内部へ湾曲させるか、あるいは折り曲げることを特徴とする請求項１ないし請求項
７のいずれか１項に記載の風力エネルギー設備(１)。
【請求項９】
　前記バスバー要素(９１～９８)が、組み立て状態において当該タワーセグメント(２１,
２２)の上端領域(２１１)で、追加的に、保持要素によって倒れないように保護されるこ
とを特徴とする請求項１ないし請求項８のいずれか１項に記載の風力エネルギー設備(１)
。
【請求項１０】
　複数個のタワーセグメント(２１,２２)から構成されるタワー(２)と、そのタワーのヘ
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ッド部の領域に配置される発電機(６)と、そのタワーの基部の領域にまたはタワー(２)か
ら離して配置される電力モジュール(７)と、当該タワーセグメント(２１,２２)の中にセ
グメント化されて予備取り付けされるバスバー要素(９１～９８)であって、前記発電機(
６)から前記電力モジュール(７)に電流伝送するためのバスバー要素(９１～９８)と、組
み立て状態において隣り合うタワーセグメント(２１,２２)の中に予備取り付けされるバ
スバー要素(９１～９８)を接続するための接続要素(１３)とを備えた請求項１ないし請求
項９のいずれか１項に記載の風力エネルギー設備(１)用のタワーセグメントにおいて、組
み立て状態において前記タワーセグメント(２１,２２)の下端領域(２１１)の内壁に把持
ホルダ(１０)が装着されること、および、それによって、前記バスバー要素(９１～９８)
の終端部分(２００)が把持ホルダ(１０)の中に把持されるかまたは差し込まれるような態
様で、前記バスバー要素(９１～９８)が前記タワーセグメント(２１,２２)の中に予備取
り付けされることを特徴とするタワーセグメント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数個のタワーセグメントから構成されるタワーと、そのタワーのヘッド部
の領域に配置される発電機と、そのタワーの基部の領域にまたはタワーから離して配置さ
れる電力モジュールと、当該タワーセグメントの中にセグメント化されて予備取り付けさ
れるバスバー要素であって、発電機から電力モジュールに電流伝送するためのバスバー要
素と、隣り合うタワーセグメントの中に予備取り付けされるバスバー要素を接続するため
の接続要素とを備えた風力エネルギー設備に関する。本発明は、さらに、このような風力
エネルギー設備用の対応するタワーセグメントにも関する。変圧器、開閉器盤、場合によ
ってはインバータ、中電圧設備、低電圧配電器などのような電気ユニットを含む風力エネ
ルギー設備の電力モジュールは、既知の風力エネルギー設備の場合、発電機レベルの下部
において、多くは、風力エネルギー設備のタワーの基部の領域にまたはタワーから離して
、例えばオフショア風力エネルギー設備の場合地上に配置される。一般的に、これらの要
素またはこれらの要素のうちのいくつかのためのものとして、専用の小さい建物が風力エ
ネルギー設備の外側に設けられるが、これらの要素の一部はタワー内部の基礎面にも設置
することが可能である。
【背景技術】
【０００２】
　タワーの先端部の領域においてゴンドラの内部に配置される発電機によって生成される
電気エネルギーを電力モジュールに伝送するため、タワー内部の大部分に延びる導電手段
であってケーブルの形に構成される導電手段が設けられる。このケーブルは、通常、これ
らの要素が設置された後でタワー内に敷設されるが、ケーブルをタワーの全高にわたって
別個の作業工程として組み込まねばならないので、この敷設作業は厄介な工程である。さ
らに、この作業工程を実施するにはタワーを予め建設しておく必要がある。
【０００３】
　特許文献１には、好ましくはケーブルバスまたはバスバーである導電手段を、セグメン
ト化してタワーセグメントの中に予備取り付けする風力エネルギー設備が記載されている
。この風力エネルギー設備の実施形態においては、導電手段が、基本的には、組み立て状
態において上部の領域のただ１点においてのみ、当該タワーセグメントに堅固に固定され
る。その結果、この導電手段は、確かに堅固に懸架されるが、ある限度内においてタワー
セグメントの内壁に沿って動くように装着されることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第０３／０３６０８４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　本発明の目的は、簡単に、従ってまた有利にかつ素早く建設可能な風力エネルギー設備
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、本発明に従って、組み立て状態においてタワーセグメントの下端領域内の
内壁に接するように把持ホルダを装着すること、および、それによって、バスバー要素を
それぞれの当該タワーセグメントの中に予備取り付けすること、および、バスバー要素の
終端部分を把持ホルダの中に把持するかまたは差し込むことによって達成される。
【０００７】
　従って、バスバー要素のセグメントはプレハブされて、それぞれのタワーセグメントに
次のような態様において装着される。すなわち、組み立て状態においてタワーセグメント
の下部の領域におけるそのバスバー要素のセグメントの終端部分が、そこに装着されてい
る把持ホルダの中に把持されるかまたは差し込まれるように装着されるのである。この場
合、そのバスバー要素のセグメントの終端部分は、隣り合うタワーセグメントと連結する
ためにすでに１つの位置に揃えられる。このため、タワー建設後に、発電機および電力モ
ジュールを電気的に相互接続するために厄介なケーブルをタワー内に敷設する必要もなけ
れば、すでに１点に予備取り付けされたケーブルを、タワー組み立て時に揃えてさらに固
定する必要もない。さらに、本発明に従って設けられる把持ホルダによって、バスバー要
素を当該タワーセグメントに簡単にかつ素早く予備取り付けすることが可能になり、また
さらに、タワーセグメント輸送時の十分な輸送の安全性がもたらされる。
【０００８】
　いずれにせよ、本発明による方策によって、これまでに知られるいくつかの風力エネル
ギー設備に比べて、重要な技術的欠点を甘受する必要なく、風力エネルギー設備の全建設
時間が短縮され、かつ、建設コストが低減される。
【０００９】
　本発明による風力エネルギー設備の有利な実施形態が添付の請求項に提示される。
【００１０】
　接続要素は、それぞれバスバー要素の一部分であって、従ってこれも一緒に予備取り付
けできるか、あるいは、接続要素は、バスバー要素とは別個の部品である。
【００１１】
　接続要素は、本発明によれば、タワー建設後にバスバー要素を接続するために用いられ
る。接続要素が用いられるのは、そのバスバー要素が直接相互に届かない場合、および／
または、その接続要素がバスバー要素の一部分である場合、あるいは、隙間がある、また
はバスバー要素間に例えば２つのタワーセグメントを連結するためのフランジのようなそ
の他の障害物があるので橋渡ししなければならないような場合である。
【００１２】
　１つの好ましい実施形態においては、接続要素が、それぞれ、組み立て状態において当
該タワーセグメントのバスバー要素の下端部分に配置される。このような構造によって、
できるだけ短い部分を接続要素として使用すること、および／またはバスバー要素の短い
部分を使用すること、従って材料を節減することが可能になる。さらにこの場合、タワー
の建設後になお入念な組み込みが必要な別個の接続要素は全く必要ない。
【００１３】
　代替的にまたは付加的に、接続要素を、それぞれ、組み立て状態において当該タワーセ
グメントのバスバー要素の上端部分に配置することも可能である。
【００１４】
　別の好適な実施形態においては、接続要素の少なくとも１つの終端部分が、それぞれ、
バスバー要素の１つの終端部分、特にその上端部分と差し込み係合可能、または把持係合
可能である。この実施形態は、これによって、接続要素と１つまたは２つのバスバー要素
との(機械的または電気的)接続が、追加的な固定手段を用いることなく得られる限りにお
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いて有利である。
【００１５】
　さらに別の好適な実施形態においては、接続要素に、自由端がバスバー要素の終端部分
に当接するかあるいはそれに押し当てられるように、プレストレスをかける。この実施形
態によって、同様に、接続要素とバスバー要素との連結が追加的な固定手段なしに可能に
なる。この実施形態の場合は、特に、高い安定性が得られる。それは、特に、接続要素が
、当該バスバー要素の終端部分に対して、好ましくはタワーの内壁の方向に押し当てられ
ることによって、バスバー要素がタワーの内部空間内に倒れることが回避されるからであ
る。
【００１６】
　さらに別の好適な実施形態においては、接続要素を、２つの隣接するタワーセグメント
の少なくとも１つのフランジを乗り越える橋渡しを形成するために、タワーの内壁からタ
ワー内部へ湾曲させるか、あるいは折り曲げる。この実施形態は、２つのバスバー要素の
間の障害物、例えば２つのタワーセグメントを結合するための２つのフランジを乗り越え
る橋渡しを可能にする。
【００１７】
　さらに別の好適な実施形態においては、組み立て状態におけるバスバー要素が、当該タ
ワーセグメントの上端領域において、追加的に、保持要素によって倒れないように保護さ
れる。この実施形態は、タワーが強く揺れた場合に、バスバー要素が、互いに対して同じ
相対位置に留まることを可能にする。
【００１８】
　本発明の別の局面は、本発明による風力エネルギー設備用のタワーセグメントである。
このタワーセグメントは、組み立て状態においてタワーセグメントの下端領域の内壁に把
持ホルダが装着されること、および、それによって、バスバー要素の終端部分が把持ホル
ダの中に把持されるかまたは差し込まれるような態様で、バスバー要素がタワーセグメン
トの中に予備取り付けされること、という特徴を有する。
【００１９】
　一方では、保守要員がタワーの内部空間を登る際に保守要員をバスバーとの接触から保
護すると共に、電気絶縁を確実にするために、他方では、バスバーを損傷から保護するた
めに、さらに別の実施形態においては、例えばタワーの内壁に堅固に結合されて、バスバ
ーを完全に接触から保護する保護スリーブ、特に保護薄板が設けられる。また、この保護
スリーブは、好ましくはバスバー要素と同様にタワーセグメントに予備取り付けされる個
々のセグメントに分割することが可能である。これによって、風力エネルギー設備の建設
のさらなる時間短縮と簡単化とが実現される。
【００２０】
　以下、本発明を図面に基づいてさらに詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明による風力エネルギー設備の概略図である。
【図２】バスバー要素および２つのタワーセグメントの斜視図である。
【図３】バスバー要素および把持ホルダの斜視図である。
【図４】バスバー要素および保持要素の斜視図である。
【図５】バスバー要素および保護薄板の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１に概略的に表現される本発明による風力エネルギー設備１は、基礎３を有するタワ
ー２と、タワーの先端またはタワーのヘッド部の領域に回転可能に支持されるゴンドラ４
と、タワーの基部の領域に、例えば別個の小さい建屋内に配置される電力モジュール７と
を有する。ゴンドラ４の内部には、水平軸の回りに回転可能に支持されるロータであって
、継合部分のみが示されている複数のロータブレード５を有するロータと、発電機６とが
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配置される。ロータブレード５に作用する風力によってロータが回転し、発電機６を駆動
して電気エネルギーを生成する。
【００２３】
　発電機６によって生成されるエネルギーを電力モジュール７に伝送するために、本発明
によるバスバー９、基本的には２本、３本または４本のバスバー９が設けられる。電力モ
ジュール７は、電流を、送電網に給電するかあるいは電力消費者に送電する前に加工処理
するための変圧器、または場合によってはインバータのような多くの電気ユニットを含ん
でいる。このバスバー９は、導電体であって、ケーブル１１を介して発電機と電気的に接
続され、また、基本的に基礎部分３を貫通して地中に導かれる接続ライン１２を介して電
力モジュール７と接続されている。
【００２４】
　タワー２は断面図として概略的に示されており、典型的な例として２つのタワーセグメ
ント２１および２２が示されている。各タワーセグメントの下部領域に、従ってタワーセ
グメント２１および２２のそれぞれの下部領域にも、バスバー９のバスバー要素を保持す
るための把持ホルダ１０が配置される。図１は、単にバスバー９の位置に関する外観を提
示するためのものであり、このため、図１においては、バスバー９の個々のバスバー要素
への細分化を詳細には示していない。
【００２５】
　図２は、本発明による風力エネルギー設備１のタワー２の一部分の斜視図である。ここ
では、タワー２の２つのタワーセグメント２１,２２を概略的に示している。このような
タワーセグメント２１,２２は、例えば鋼製またはコンクリート製とすることができる。
タワーセグメント２１には、例として、バスバー要素９１～９４が、タワーセグメント２
２にはバスバー要素９５～９８が示されている。
【００２６】
　タワーセグメント２１,２２は、単に概略的にその一部分のみが表現されている。この
場合、両タワーセグメント２１,２２は２つのフランジ４１,４２によって相互に連結され
ている。これらのフランジ４１,４２は、同様に単に概略的に表現されており、特に、通
常連結に用いられるボルトおよびナットが、本発明の対象でないので表現されていない。
図２においては、バスバー要素９１～９４が、上から延びて来てフランジ４１,４２を乗
り越えて導かれ、フランジ４１,４２の下部で、バスバー要素９５～９８としてさらに延
びていることが分かる。図２は、さらに、タワーセグメント２１もしくは２２の上部また
は下部の領域にガイド要素５１,５２を示している。このガイド要素は、一方では、バス
バー要素９１～９４または９５～９８のガイドになり得ると共に、同時に、各タワーセグ
メント２１または２２に対する間隔を作り出す。
【００２７】
　このタワーセグメント２１,２２はプレハブされて、風力エネルギー設備１の設置場所
でタワー２に組み立てられる。建設時間を短縮しかつ作業を簡単化するために、従って、
風力エネルギー設備全体のコストをも低減するために、タワーセグメント２１のバスバー
要素９１～９４を、それぞれ、組み立て状態において当該タワーセグメント２１の下端領
域２１１に装着される把持ホルダ１０を用いて予備取り付けする。この把持ホルダ１０の
中に、バスバー要素９１～９４の終端部分１００が把持されるまたは差し込まれるのであ
る。この実施形態は、バスバー要素がそれぞれ当該タワーセグメントに堅固に固定される
ので、プレハブされたタワーセグメントを風力エネルギー設備の建設場所に輸送する際に
、バスバー要素が分解することなく、また互いに絡み合うこともないという利点を提供す
る。
【００２８】
　この構造は、同様に、例えば膨張係数の違いによるタワー２およびバスバー要素９１～
９４の間の相対的な動きの吸収と、例えば風圧などによるタワーの動きからバスバーを切
り離すこととを可能にする。バスバー要素９１～９４をバスバー要素９５～９８と電気的
に接続し、かつその際、場合によって存在する内部空間内への突起部分、例えばタワーセ
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グメント２１,２２の下端および／または上端の領域に存在するフランジ３０のような突
起部分を乗り越えるために、(好ましくは可動の)接続要素１３が用いられる。この接続要
素１３によって、例えば、温度変動による、またはタワーの揺動に基づく材料の膨張もし
くは縮小を吸収することができる。
【００２９】
　接続要素１３は、それぞれ別個の部品とすることができるか、あるいはまた、図示され
ていないが、当該バスバー要素のそれぞれの一部分とすることもできる。
【００３０】
　接続要素１３、特にその上端部分１３２は、図示の実施形態においては、それぞれ、組
み立て状態においてタワーセグメント２１のバスバー要素９１～９４の下端部分１００に
、直結接続方式によって堅固に予備取り付けされている、例えば、溶接またはネジ止めさ
れている。フランジ４１,４２を乗り越えるために、接続要素１３は、その乗り越え領域
１３３において、タワーの内壁から離れてタワーの内部に向かうように折り曲げられてお
り、中央領域１３４において再度タワー内壁に平行に延びている。その中央領域１３４に
おいて、接続要素１３は、図示の実施形態の場合、二股形状にすることによってそれぞれ
Ｕ字形に成形され、互いに僅かな間隔を明けて平行に延びる２つのプレート形状の部分を
有する。この場合、接続要素１３は、その終端領域１３１が、組み立て状態において、下
部のタワーセグメント２２のバスバー要素９５～９８の上端部分２００の上に差し込まれ
ている。その結果、バスバー要素９５～９８および９１～９４の間の機械的および電気的
接続が接続要素１３を介して実現される。
【００３１】
　接続要素１３のＵ字形の中央領域および終端領域１３４,１３１の、互いに平行に延び
る２つのプレート形状の部分には、互にいくらか力を及ぼし合うプレストレスをかけるこ
とが望ましい。これによって、接続要素１３と、バスバー要素９５～９８の終端部分２０
０との間の良好な把持結合が実現される。従って、終端部分１３１と終端領域２００との
別の機械的な連結、例えばネジまたは溶接による連結は必ずしも必須ではない。それどこ
ろかむしろ、バスバー要素９５～９８の終端領域２００と接続要素１３の終端部分１３１
との間のこのような機械的連結を省略すると、相互の相対的な動きが可能になり、その結
果、このタワーの動きが生じてもそれを吸収できる。
【００３２】
　バスバー要素の上端部分２００は、バスバー要素９５～９８について示されているが、
この上端部分２００は、それぞれ、Ｕ字形の接続要素１３の二股形状の終端領域に差し込
むことによって簡単に組み込み得るように同様に折り曲げて形成される。
【００３３】
　この実施形態の場合、接続要素１３は、バスバー要素９１～９４の下端部分１００にす
でに堅固に予備取り付けされており、その下端部分１００は、把持要素１０の中にすでに
同様に差し込まれるかまたは把持されている。しかし、他の形態も考えることができる。
例えば、接続要素１３を、すでに初めからバスバー要素９１～９４の一体的な構成部分と
することができる。さらに、接続要素１３が、他の形態、例えば他の曲がり具合または湾
曲具合を有することも可能であり、また、接続要素１３を、それぞれ、バスバー要素９５
～９８の上端部分２００に堅固に予備取り付けして、後続のタワー建設時に、バスバー要
素９１～９４の下端部分に装着される相応の相手側部品と接続することが可能である。
【００３４】
　接続の形態も、図２に示すようにＵ字形に形成される二股形状の終端領域によって行う
形態にする必要は必ずしもない。基本的に、あらゆる種類の接続方式を用いることが可能
であるが、同時に良好な機械的かつ電気的接続を実現しながらでき得る限り簡単な構成を
可能にし、かつ、隣接するタワーセグメント内に装着されるバスバー要素９１～９４,９
５～９８の相互の相対的な動きを許容するような簡単な把持接続または差し込み接続を用
いることが望ましい。
【００３５】
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　さらに、別の実施形態に従って、接続要素１３の全体を、それぞれバスバー要素の上端
部分２００に堅固に予備取り付けするか、あるいは、その位置におけるバスバー要素の一
体的な構成部分とする方式が想定される。このような実施形態の場合には、接続要素１３
に、タワー内壁に向かう方向のプレストレスをかけることが望ましい。これによって、タ
ワーセグメント２１および２２を一緒に組み立てた後、上端領域１３２がバスバー要素９
１～９４の下端部分１００に対して押し付けられるので、その位置に、良好な機械的かつ
電気的接続を実現するための強制的な付加的固定手段または連結手段、例えば何本かのネ
ジまたは溶接のような手段は不要になる。代わりの方式として、同様に構成される接続要
素１３であって、続いてタワーセグメント２１,２２を一緒に組み立てた後、バスバー要
素９５～９８の上端部分２００に対して押し付けられるような接続要素１３を、バスバー
要素９１～９４の下端部分１００に装着することも可能である。この実施形態は、さらに
、それによって、同時にバスバー要素９５～９８が倒れないように保護されるという利点
を有する。
【００３６】
　図３には、組み立て状態において当該タワーセグメント２１,２２の下端領域に装着さ
れる把持ホルダ１０の、タワーの壁面からタワー内部を見た斜視図が示されている。この
把持ホルダ１０には、バスバー要素９１～９４の終端部分１００が把持されるか、あるい
は差し込まれる。同様に、接続要素１３の上端領域１３２がバスバー要素９１～９４の下
端部分１００に当てがわれていることが分かる。この場合、終端領域１３２は、ネジまた
は他の適切な連結方式によって、バスバー要素９１～９４の終端部分に固定できる。
【００３７】
　図４には、バスバー要素９１～９４の斜視図が示されている。この場合、バスバー要素
９１～９４が、組み立て状態において当該タワーセグメント２１の上端領域で、保持要素
１４によって追加的に倒れないように保護されていることが分かる。このような保持要素
は、バスバー要素９１～９４をその全長にわたってガイドすることが可能である。このた
め、保持器１４におけるバスバー要素９１～９４用の開口の断面は、バスバー要素９１～
９４そのものの断面よりも大きい寸法にすることができる。この方法で、保持要素１４内
におけるバスバー要素９１～９４の相対的な動きが可能になり、同時に、バスバー要素９
１～９４がガイドされ、その所定の位置に保持される。
【００３８】
　同様に、バスバー要素９１～９４を保持要素１４に対して絶縁するため、絶縁手段を設
けることができる。代替方式として、当然、保持装置１４そのものを絶縁材料から製造で
きる。保持装置１４そのものは、タワーセグメント２１の内壁に、好ましくはネジ止めに
よって堅固に取り付けられる。
【００３９】
　図５においては、タワーセグメント(図示されていない)内に予備取り付けされるバスバ
ー要素９１,９２の概略図が示されている。風力エネルギー設備の運転時にバスバー要素
９１,９２を接触しないように保護するために、保護薄板１６が設けられる。この保護薄
板１６は、バスバー要素９１,９２と同様に、タワー２の建設前に、個々のタワーセグメ
ントの中にすでに組み込むことが可能である。例えば硬質ゴム製とすることができるガイ
ドレール１７によって、この保護スリーブは、一方では固定され、他方ではタワーセグメ
ントに対して絶縁される。しかしまた、この保護薄板１６を固定するために、さらに別の
、現行技術から知られる図示されていない手段を想定することも可能である。この実施形
態の場合、保持要素として、バスバー要素９１,９２をタワー内壁もしくは取り付けプレ
ート１８に装着するボルト１５が用いられる。
【００４０】
　さらに、保護スリーブとして用いられるこの保護薄板１６の中に、および／またはその
保護薄板１６に、コンセント、照明器具などの別の装置を装備することが可能である。そ
れによって、これらを同様に簡単に予備取り付けすることができる。さらに、特にこれら
の装置を保護スリーブ１６内へ組み込むことによって、タワー内壁への露出された取り付
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けを避けることができ、従って、例えば、タワーの建設中もしくは建設後の落下物による
損傷の危険性が低下する。
【符号の説明】
【００４１】
　１　風力エネルギー設備
　２　タワー
　３　基礎
　４　ゴンドラ
　５　ロータブレード
　６　発電機
　７　電力モジュール
　９　バスバー
　１０　把持ホルダ
　１１　ケーブル
　１２　接続ライン
　１３　接続要素
　１４　保持要素
　１５　ボルト
　１６　保護薄板
　１７　ガイドレール
　１８　取り付けプレート
　２１,２２　タワーセグメント
　３０　フランジ
　４１,４２　フランジ
　５１,５２　ガイド要素
　９１～９８　バスバー要素
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